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⽣活と⽀援の実際
就労継続⽀援B型事業所の例から

講義

1

1

⾼次脳機能障害の主な症状

注意障害

記憶障害

遂⾏機能障害

社会的⾏動障害

・地域⽣活において
どのように現れるのか︖

就労継続⽀援B型事業所の例から

・どのように⽀援するのか︖ 

この講義でお話すること

?
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就労移⾏⽀援事業 就労継続⽀援A型事業 就労継続⽀援B型事業
⽬的 ⼀般企業での就職を⽬指す障害

者が本⼈の適性にあった職場へ
の就職と定着を⽬指して⾏われ
るサービス

⽀援を受けながら働くため
の訓練を受けることができ
るサービス。就労の機会の
提供および⽣産活動の機会
を提供

⽀援を受けながら働くための訓練を受
けることができるサービス。就労の機
会の提供および⽣産活動の機会を提供

雇⽤契約 なし あり なし
賃⾦ 基本なし 給与が発⽣ ⼯賃が発⽣

年齢制限 65歳未満 65歳未満 制限なし
利⽤期間 原則2年以内 定めなし 定めなし

利⽤実⼈員
（※１）

4.0万⼈ 8.6万⼈ 33.2万⼈

特徴 ⼀般就職に向けたトレーニング、
就職⽀援

⼀般企業で働くことが困難
な65歳未満の⼈に働く場と
機会を提供。ある程度の就
業能⼒が必要

状態に合わせて作業内容、ペースの調
整ができる
⾃分のペースで働ける場や居場所を提
供し、さまざまなニーズを⽀える。

※１ 厚⽣労働省 令和元年社会福祉施設等調査

障害者総合⽀援法における就労系障害福祉サービス
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⼀⽇の流れ（⽉曜〜⾦曜）

就労継続⽀援B型事業所の活動スケジュール

10時 掃除
朝の会（体調・連絡事項・作業予定の確認）
作業 （利⽤者の状況に合わせて個別・グループ作業、

⽇により作業内容が異なることもあり）※途中休憩あり
12時 昼休み
13時 作業 （利⽤者の状況に合わせて個別・グループ作業、

⽇により作業内容が異なることもあり）※途中休憩あり
掃除
終わりの会（⼀⽇の振り返り、連絡事項、予定の確認）

16時 終業
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札幌市内就労継続⽀援B型事業所における⾼次脳機能障害者のサービス利⽤の現状と課題（⻘⽊、2019）

（箇所数）

⾼次脳機能障害者が事業所で取り組んでいる作業
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0 10 20 30 40 50 60

病識を持てない
継続して通所できない
不安を抱きやすい

抑うつ的
すぐ⼈に頼る

⼈や作業に無関⼼
指⽰がないと動けない

⼈間関係がうまくいかない
他⼈に注意されると怒ってしまう
ささいなことでイライラする

多弁（しゃべりすぎ）
こだわりや⾃⼰主張が強い
仕上がりを気にしない

課題や仕事を正しいやり⽅で続けられない
計画を⽴てられない

時間がたつと作業の⼿順など思い出せない
何度も同じことを聞く

新しいことが覚えられない
同時に複数のことに注意を向けられない

ミスに気づかない
⼀つのことが続けられない

気が散りやすい

よくある たまにある ほとんどない 未回答

注意障害

記憶障害

遂⾏機能
障害

社会的
⾏動障害

（箇所数）

病識⽋如

作業時における⾼次脳機能障害者の問題

札幌市内就労継続⽀援B型事業所における⾼次脳機能障害者のサービス利⽤の現状と課題（⻘⽊、2019）
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①⾼次脳機能障害の障害特性を理解する

⾼次脳機能障害者がどのような特性を持っているかわからない

適切な作業 適切な⽀援の仕⽅

障害特性への配慮が
不⼗分になる可能性あり

利⽤が継続できない 混乱・不安 不適応⾏動を誘発

⾼次脳機能障害者を受け⼊れる時には

? ?
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②⼀⼈ひとりのプロフィールを描く（アセスメント）

本⼈の希望

本⼈の困っていること現在の状況
・⾼次脳機能障害の主症状
・認知・機能レベル
・⽣活状況
・⽣活リズム
・家族構成
・⾼次脳機能障害以外の障害や疾病
・興味・関⼼ 過去の情報

・教育歴
・職歴
・福祉サービス歴

家族の思い

観察できること

利⽤の⽬的

本⼈の現状認識
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□ チェック
□ 本⼈の能⼒やスキルに合うか
□ 本⼈の興味や関⼼に合っているか、あるいは、持てそうか
□ 本⼈の得意・強みを活かすことができるか
□ その作業は、本⼈の不快な刺激や作業を伴わないか
□ ⾃⽴して作業に取り組める可能性が⾼いか
□ その作業を⾏うことが、本⼈にとって意味のあることに

感じられるか

③本⼈に合う作業内容を考える

「できること」を考える✔
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⾼次脳機能障害者が安⼼して活動するためには︖

⼈的環境物理的環境

構造化
混乱・ストレスのない

わかりやすい環境を作る

〇〇環境

④ 環境を調整する
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l 作業エリアの刺激の調整 → 不要なもの・情報・騒⾳の排除・回避
l 作業材料や道具の配置の⼯夫 → 作業⼿順に沿ってアクセスしやすくする

物理的構造化

作業の構造化
作業⼿順をわかりやすく「⾒える化」する
→「何をすればよいのか」「どのようにすればよいのか」を視覚的に⽰す
※ 本⼈にわかりやすい視覚的指⽰を

l ⽂字・絵・写真などで呈⽰
l マニュアル・⾏動のポイント・流れ図
l 本⼈が⾒る習慣がつくところに

構造化の⼀例
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⼀⽇のスケジュールを明確化
→その⽇何をするのか、次に何をするのかを明⽰する

※ ホワイトボードの活⽤
※ メモリーノートへの記⼊

スケジュールの構造化

l ⽀援者は情報・⽀援の⽅法を共有する
l ⽀援の仕⽅・アドバイスなどを⼀致させる
l ⽀援者の役割分担をして困ったときには、誰に相談したらよいのかはっきり

させる

⽀援の構造化

l 「職場のルール」の作成
l 「仕事のルール」の作成

ルールの構造化
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疲れやすさへ
の配慮を

忘れてはいけない!

就労継続⽀援B型事業所における⾼次脳機能障害者への⽀援の実際
（⻘⽊，２０１９）作業呈⽰ 繰り返し（12件）

声かけ（2件）
スモールステップ（5件）
メモの作成（3件）
本⼈の意思尊重（3件）
モデリング（4件）
⼿順の視覚化（２件）

物理的 個⼈空間作り（6件）
配慮 ⼈・モノの固定（4件）

事故予防（5件）
作業道具の⼯夫（1件）
集中しやすい環境作り（1件）

⼼理的 不安軽減（3件）
配慮 対⼈関係の調整（2件）

こだわりの回避（1件）
細かな確認（2件）

個別配慮 細かな休憩（2件）
通所⽇数の調整（1件）

家族との連携 家族との連携（1件）
その他 他者からの理解促進（1件） 13
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〇課題分析（作業⼿順を⾏動単位に整理）に沿って

この４段階を使い分けて教える

できたら「ほめる」・間違えたらその場で修正する

①⾔語指⽰ 「〜をしてください」と⾔葉で指⽰する
②ジェスチャー 作業の仕⽅を⾝振り、⼿振りで⽰す
③モデリング 実際に作業を⾏って⾒せる
④⼿添え ⼿を添えて作業の仕⽅を伝える

フィードバック

スモールステップ

繰り返し

集中できる環境
理解できる⾔葉
本⼈のペースに合わせて
× ⼀度に複数

作業を教える技術
ーシステマティック・インストラクションー（⼩川、2017）
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タイムアウト

フィードバック
・受容的に聴く
・状況の整理
・客観視
・他者の視点

感情の
コントロールが
できない
怒る

どう対応する︖

⾼次脳機能障害者への⽀援において困難に感じる点
（⻘⽊、2019）

件
数
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（⻘⽊，2019）

〇 仲間との関係づくり
仕事の協同・グループでの振り返り

l 仕事へのモチベーション向上
l ⼈間関係の広がり
l 社会的スキルの獲得
l ⾃⼰表現・⾃⼰理解
l ⾃⼰肯定感
l ⽣活の安定

経験の広がり・体験的気づき
l 役割・所属感の獲得
l 事業所の⼀員として必要とされる
l 他者からの承認・他者理解

⾼次脳機能障害者への⽀援を通して⽬指すこと

⼈間関係を⼤切にする

件数 16

16

☑チェック
□ 環境調整のアップデート
□ 本⼈の能⼒と作業が合っているか
□ 興味・やりがいを感じられるか
□ ⼯賃を得られるか
□ ねぎらいや励まし・

他者からの承認を得ているか
□ 所属感を得られるか
□ ⾃分の役割を感じられるか
□ 仕事の達成感を感じられるか
□ ⾃⼰表現ができているか
□ ストレスが低減されているか

☞ ⽣活の安定
☞ 居場所の獲得
☞ できることを増やす
☞ 社会的スキルの獲得
☞ ⼈間関係の広がり
☞ 社会・地域⽣活への参加
☞ ⾃⼰理解につながる
☞ 障害への気づき
☞ ⾃⼰肯定感を育む
☞ 未来への展望を持つ

⾼次脳機能障害者への⽀援を通して⽬指すこと

働くモチベーションを維持する ⾼次脳機能障害者が働くことは
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